刑事事件　謝罪文（本人→被害者）の参考内容例

１　謝罪文で，書くべき内容の参考例（これらは，あくまで参考例ですので，全てについて記載する必要があるわけではありませんが，どのような内容を書いてよいか分からない場合に参考にされて下さい。）

⑴　冒頭では，被害者（及び被害者の家族）に対する謝罪の言葉。

⑵　今回，犯罪を起こしてしまった動機，理由。

⑶　自分のやったことでどのような損害，結果が生じたか。

⑷　自分のやったことがどれだけ悪いことか。

⑸　被害者への謝罪の気持ち（被害者がどのような気持ち，不安になっているかについて本人になったつもりで考える。）。

⑹　被害者へどのように償っていくかの具体的提示。

⑺　今後，立ち直り，真面目にやっていくという決心（犯罪は二度としない，仕事をしっかりする，家族等からの監督に服する。）。

⑻　最後に，再び，謝罪の言葉。

２　文章の形式面の注意点

⑴　文字は，謝罪の気持ちが相手方に伝わるよう，なるべく丁寧にお書き下さい。

⑵　用紙は，便箋をお使い下さい。

⑶　全ての文章につき，手書きでお書き下さい。

⑷　本文の前には，文章の表題（「謝罪文」など）と，文章を受け取る相手方（被害者様へ，被害者様及びそのご家族様へ，など。）を必ずお書き下さい。

⑸　本文の後には，書いた日付と，自分の氏名を必ずお書き下さい。

⑹　被害者及びそのご家族の表記には，必ず，「様」を付けてお書き下さい。

⑺　枚数は何枚でも構いませんが，１枚では謝罪の気持ちが伝わらないと思います。

３　その他注意していただく点

⑴　謝罪文は，被害者の方を始めとする事件関係者が読むものですので，そのことを十分に理解し，失礼な言葉遣いなどがないよう，細心の注意を払って下さい。

⑵　被害者の方に対する謝罪の気持ちが十分に伝わらなければ謝罪文として意味がありませんので，自分の謝罪の気持ちを前面に出し，弁解がましいことや自己本位なことは決して書かないで下さい。
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刑事事件　謝罪文（加害者の親族→被害者）の参考内容例

１　謝罪文で，書くべき内容の参考例（これらは，あくまで参考例ですので，全てについて記載する必要があるわけではありませんが，どのような内容を書いてよいか分からない場合に参考にされて下さい。）

⑴　冒頭では，被害者（及び被害者の家族）に対する謝罪の言葉。

⑵　本人の犯罪行為で被害者にどのような損害，結果が生じたか。

⑶　本人の犯罪行為で被害者の家族にどのような損害，結果が生じたのか。

⑷　親族としての被害者への謝罪の気持ち（被害者がどのような気持ち，不安になっているかについて被害者本人になったつもりで考えるなど。）。

⑸　親族として，被害者へどのように償っていくかの具体的提示。

⑹　親族として，本人にどのような償いをさせていくかの具体的提示。

⑺　今後，親族として，本人をどのように管理監督し，二度と犯罪行為をおこすことのないようにしていくかの具体的提示。

⑻　最後に，再び，謝罪の言葉。

２　文章の形式面の注意点

⑴　文字は，謝罪の気持ちが相手方に伝わるよう，なるべく丁寧にお書き下さい。

⑵　用紙は，便箋をお使い下さい。

⑶　全ての文章につき，手書きでお書き下さい。

⑷　本文の前には，文章の表題（「謝罪文」など）と，文章を受け取る相手方（被害者様へ，被害者様及びそのご家族様へ，など）を必ずお書き下さい。

⑸　本文の後には，書いた日付と，自分の氏名を必ずお書き下さい。

⑹　被害者及びそのご家族の表記には，必ず，「様」を付けてお書き下さい。

⑺　枚数は何枚でも構いませんが，１枚では謝罪の気持ちが伝わらないと思います。

３　その他注意していただく点

⑴　謝罪文は，被害者の方を始めとする事件関係者が読むものですので，そのことを十分に理解し，失礼な言葉遣いなどがないよう，細心の注意を払って下さい。

⑵　被害者の方に対する親族としての謝罪の気持ちが十分に伝わらなければ謝罪文として意味がありませんので，謝罪の気持ちを前面に出し，弁解がましいこと，自己本位なこと，本人をかばうような内容は決して書かないで下さい。
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